
受付No.  2026年度 アートによる地域振興助成（スタートアップ）

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜団体プロフィール＞

団体名 奥能登曼荼羅再建部

住所 〒927-1214 ⽯川県珠洲市飯⽥町13部27番地

団体区分 任意団体 スタッフ数 14 名
代表者⽒名（カナ） ナカジマ タイガ

役職 部⻑ 年代 30代前半
代表者⽒名 中島 ⼤河

団体URL1 https://www.okunoto-mandala.net

団体URL2 https://www.instagram.com/okunoto_mandala_saiken/

＜申請者・実務担当者＞※団体所在地と同じ場合は「同上」*申請者には、助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の名前を記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） ナカジマ ハルコ
役職 副⻑ 年代 20代後半

申請者⽒名 中島 陽⼦

連絡先 e-mail okunoto.mandala@gmail.com 電話番号 080-4022-2901

住所

（書類の送付先）
同上

＜プロジェクトリーダーの略歴＞※アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） ナカジマ タイガ
役職/肩書 部⻑ 年代 30代前半

⽒名 中島 ⼤河

年（⻄暦） ⽉ 略歴（活動内容）

2016年8⽉ ⾦沢美術⼯芸⼤学アートプロジェクトチーム［スズプロ］学⽣代表として活動を⾏う
2017年4⽉ 同コーディネーターとして奥能登国際芸術祭2017に参加
2018年4⽉ ⽯川県珠洲市へ移住、珠洲焼作家に師事する
2020年4⽉ 珠洲焼作家として独⽴
2021年4⽉ ⾦沢21世紀美術館 ⾃治区「かないわ楽座」地域コーディネーター兼珠洲焼作家として参加
2024年9⽉ ⾦沢⼤学能登学舎マイスタープログラム「地域とアート」中島ゼミ
2025年9⽉ 奥能登曼荼羅再建部 部⻑就任

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

    

＜外部協⼒者の状況＞

⽒名 年代 組織名 所在地（市町村まで） 協⼒内容（できるだけ具体的に）

⻄本耕喜 40代前半 ⾦沢美術⼯芸⼤学 アート
プロジェクトチーム [スズプロ] ⽯川県⾦沢市

奥能登曼荼羅の共同修復、再建場所の共同整
備等

⾦⽥直之 60代後半 サポートスズ ⽯川県珠洲市
作品管理及び公開の補助、ワークショップ開催補
助、ボランティア・地元住⺠への活動周知



＜活動内容・事業計画について＞

表現⼿法 作品展⽰

活動テーマ 被災地（の地域振興）

事業名 奥能登曼荼羅再建プロジェクト
2026年度の活動期間 2026/04/01 〜 2027/03/31

活動に従事するスタッフ数 14名

1. 団体の活動の概要

奥能登曼荼羅再建部は、奥能登国際芸術祭2017に出展した作品《奥能登曼荼羅》を制作した当時のメンバー(スズプロ)に

よって、能登半島地震で作品が被災したことを契機に設⽴された団体である。2027年度中に珠洲市での公開を⽬標に準備を

進めており、現在はスズプロの現役学⽣と協働して《奥能登曼荼羅》の修復作業を⾏っている。メンバーは珠洲市を含め全国各

地から活動に関わる。再建後は作品の図を更新するためのワークショップや現地でのリサーチ活動を⾏う。このような⼈と⼟地を

繋げられるような活動を展開することによって関係⼈⼝の創出を狙いつつ、珠洲を捉え続ける作品となることを⽬指す。

2. これまでの活動の沿⾰

申請事業の活動年数 1〜2年

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

2023年5⽉ 5⽉5⽇の地震 (震度6強) によって展⽰会場の旧⼋⽊邸が被災。移設へ向け作品撤去を⾏い、検討を進める。

2023年12⽉ 奥能登曼荼羅の壁板部分のみ撤去を⾏い、会場近くの空き家へ移動、保管した。

2024年1⽉ 令和6年能登半島地震により旧⼋⽊邸は倒壊、奥能登曼荼羅を保管していた空き家も倒壊した。

2024年4⽉ 奥能登曼荼羅の救出に成功。以降、珠洲市内の施設に仮保管。

2024年4⽉ GALLERY 【ソシ SOSI:】(⾦沢市)にて奥能登曼荼羅壁板の⼀部を展⽰。

2025年3⽉ ⾦沢フォーラスにて、能登半島地震復興応援企画「奥能登国際芸術祭展」で展⽰。

2025年8⽉ ⾦沢美術⼯芸⼤学にてスズプロと連携し、奥能登曼荼羅の再建へ向け本格的に修復を始める。

2025年9⽉ 曼荼羅再建部設⽴

2025年9⽉ 再建場所の仮決定

3. 活動エリアについて

活動エリア ⽯川県 珠洲市

活動エリアの特⾊
（歴史、⽂化、地域

性、魅⼒など）

珠洲市は⽯川県能登半島の先端に位置し、三⽅を海に囲まれた⾃然豊かな地域である。能登の⾥⼭
⾥海は世界農業遺産に登録され、揚浜式製塩法による製塩や炭焼き、珪藻⼟など⼟地由来の資源を
活かした暮らしが受け継がれてきた。また、キリコ祭りやヨバレ、あえのことなど独⾃の⽂化が現在も各地で
継承され、地域社会の結束を⽀えている。近年は「奥能登国際芸術祭」に象徴されるように、アートによっ
て⼟地の記憶や暮らしの価値を再発⾒し、多種多様な交流を⽣み出す動きも広がっている。2024年1⽉
に起きた能登半島地震の被害は⼤きく、地域の⾏事や多くの地場産業は再開する⽬処が⽴っておらず、
現在も厳しい状況が続いている。

活動エリアの課題
（まず初めに、活動エリ

アにおける課題を簡潔に

ご記載ください。続けて、

その課題の背景や詳細

について、できるだけ具体

的にご記⼊ください。）

珠洲市では、⻑年続く過疎化と少⼦⾼齢化に加え、能登半島地震によるコミュニティと⽂化の喪失が深
刻な課題となっている。震災後の公費解体や転出の影響で⼈⼝は1万⼈以下に減少し、約半数の世帯
が住居を失っている状況である。多くの住⺠は仮設住宅で暮らしており、定住の⾒通しが⽴たないことから
⼈⼝の流出が加速している。また、⽣活基盤となる施設の多くが倒壊し、地域内で⼈々が集い活動する
場が失われたことにより、コミュニティ形成が困難になっている。さらに、⾞やバスに頼る交通環境の中で⼀
部の道路が通⾏⽌めや⽚側通⾏の状態にあり、アクセス性の低下も地域の孤⽴を深める要因となってい
る。

貴団体の地域に
対するミッション

（活動の⽬的）

奥能登曼荼羅再建部は、震災で倒壊した《奥能登曼荼羅》を珠洲市内に再建し継続的に公開すること
で、⼟地と⼈を繋ぐ拠点となることを⽬的とする。
震災により加速した⼈⼝流出や⽂化の喪失といった地域課題に対し、作品を制作する過程と公開活動に
より解決の⽷⼝を探る。
主な活動としてフィールドワークを重視した調査をもとに《奥能登曼荼羅》の図を更新し、再建場所である建
物の中で公開を⾏い、奥能登の記録や記憶を共有できる場を提供する。このような奥能登曼荼羅再建にま
つわる制作・公開活動を地域住⺠や外部の⼈々、学⽣を巻き込み⾏うことで、コミュニティの拡張や関係⼈
⼝の増加を狙い、地域の活性化に繋げる。



4. アートプロジェクトならではの新しい表現への挑戦や、新しい発想にもとづく社会課題解決への試みなど、アピールポイントを
 お書きください。

《奥能登曼荼羅》は、現地での⻑期的なフィールドワークを基盤に制作される学際的なアートプロジェクトである。地域での暮らし

や対話、祭りや⽇常へ参加することで得た記録・記憶・⾵景を重層的に描くことで、地域の時間の積層を可視化する。⽇本画

の技法を応⽤し、地形を描いた壁⾯の上に、社会的出来事や個⼈の記憶を描いた和紙を重ねる構造は、記録的側⾯も持ち

つつ視覚芸術としても成⽴した⽣きたアーカイブとして機能する。

この作品の制作および再建プロセス⾃体が、地域住⺠や学⽣、外部の⼈々を巻き込む協働の場となる。曼荼羅図の更新作業

とそれにまつわるリサーチ活動、公開活動を通して⼟地と関わる機会を共有することで、コミュニティの拡張と関係⼈⼝の創出を

促進する点に本プロジェクトの新しさがある。アートを媒介として、⼈⼝減少や⽂化喪失といった社会課題に対して創造的復興の

契機を⽣み出すことを⽬指す。

＜今年度の活動について＞

5. 2026年度の活動の具体的な⽅法（前記のミッションを実現するための表現⽅法や参加アーティストなど）

2026年度は、《奥能登曼荼羅》の再建と公開に向けた拠点整備・修復作業を中⼼に活動を展開する。現在、珠洲市飯⽥町

内で再建候補の物件を仮決定しており、2026年度は改修および耐震補強に向けた⾒積もりや⾏政⼿続きを進める。助成⾦の

申請を進めると同時に、クラウドファンディングや寄付⾦募集など追加の資⾦調達を⾏い、拠点整備の実現を⽬指す。制作⾯

では、⾦沢美術⼯芸⼤学アートプロジェクトチーム［スズプロ］と連携し、奥能登曼荼羅のリサーチおよび修復・加筆作業を⾏

う。現地に⾏けない時は⼩規模パーツの制作を進め、連休などを利⽤して⾦沢や珠洲に集まり、現地調査・制作を実施する予

定である。年度末には、地域住⺠や学⽣、外部の参加者とともに《奥能登曼荼羅》に関係したワークショップを開催し、協働的

な創作を通して地域とのつながりを育む。また、新規メンバーの獲得、珠洲市をより広く周知させるために運営体制の確⽴と広報

発信も強化していく。広報活動の⼀環として、年度末には2026年度の成果を展⽰形式で発表する。再建を通して⽣まれる新

たなコミュニティを⼟台に、学術活動や⽂化交流の拠点として継続的な運営を⽬指す。

6. 2026年度の実⾏計画（⽬標を実現するために、いつ・どこで・何を実現するのか）

年  ⽉ 活動内容

2026年3⽉ 横浜そごう美術館において奥能登曼荼羅の⼀挙展⽰を予定

2026年3⽉ 上記展覧会の撤収と⽯川県への輸送・保管作業

2026年4⽉ 奥能登曼荼羅再建場所の⼯事にかかる費⽤の⾒積もりと再建⽅針の決定

2026年4⽉ 2027年度中の再建実現に向けた予算計画作成と資⾦調達の再検討

2026年5⽉ 連休等で数⽇間珠洲市で活動。フィールドワークと現地制作を⾏う。再建場所周辺の草刈り。

2026年6⽉ フィールドワークの成果をまとめ、奥能登曼荼羅に追加で描画する。以降、各部員で分担して追加描画を継続する。

2026年6⽉ 再建場所を決定し、より具体的な再建、改修のイメージを練る。⼯事業者の選定。

2026年8⽉ 夏季連休等で数⽇間珠洲市で活動。フィールドワークと現地制作を⾏う。再建場所周辺の草刈り。

2026年9⽉ フィールドワークの成果をまとめ、奥能登曼荼羅に追加で描画検討

2026年10⽉ ⼯事業者の発注

2026年12⽉ フィールドワークと制作を⾏う。再建場所周辺の整備。

2027年1⽉ 年度末の展⽰について具体的に計画を進める

2027年2⽉ 耐震、改修⼯事の準備

2027年3⽉ 再建場所の整備、珠洲でのワークショップ、⾦沢または関東で展⽰を実施



7. 2026年度のプロジェクト評価の観点や指標をどのように設定しますか。
  定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）をお書きください。

奥能登曼荼羅再建部のプロジェクト評価は、「作品の再建・公開体制の整備」「地域との関わりの深化」「継続的な運営基盤

の確⽴」という3つの観点から⾏う。定性的には、(1)2026年度内に2027年度中の作品再建および公開を実現できる計画と予

算体制が確⽴していることを評価の基準とする。

定量的には、(1)2026年度活動報告展⽰で延べ来場者数1,000⼈以上、(2)フィールドワークを通して奥能登の⽂化、歴史、記

憶のエピソードを300以上集める、(3)SNSフォロワー数を10倍（130→1,300⼈）に増加させること、(4)クラウドファンディングや助

成⾦等で総額300万円以上を確保し、運営が安定していることを⽬標とする。これらにより、プロジェクトが単なる作品展⽰にとど

まらず、地域に開かれた創造的な交流拠点として機能しているかを定量・定性の両側⾯から検証する。

8. 2026年度の翌年以降の、地域に持続的に関わる中期計画と将来ビジョンをお書きください。
※⼀般申請者は、その計画・ビジョンの展開がこれまでの活動の積み重なりにどのように紐づいているかと、その展開に事業や運営体制を
 どのように反映していくかについてもお書きください。

2027年度内に《奥能登曼荼羅》の再建を完了させ、珠洲市内での⼀般公開を実現することを翌年以降の最初の⽬標とする。

作品公開後は、展⽰の場を単なる鑑賞空間としてではなく、地域の⼈々や外部の来訪者が集い、交流し、共に創造を⾏う拠

点として運営していく。初年度は週3⽇程度のオープンを想定し、管理運営の体制を整備しながら、来訪者や地域住⺠、学⽣

など多様な⼈々が関わるコミュニティを形成する。展⽰空間は作品を中⼼とした「溜まり場」として、アート、学術、⽣活が交差す

る地域の新たな⽂化的存在となることを⽬指す。

⾦沢美術⼯芸⼤学との連携を継続し、数⼗年にわたりリサーチと加筆を繰り返すことで、《奥能登曼荼羅》は常に「今」の奥能

登を記録し続ける⽣きたアーカイブとして成⻑していく。学⽣や若⼿研究者が奥能登を訪れ、地域住⺠と協働しながら学びや創

作を⾏う機会を増やすことで、芸術・社会・環境といった複合的なテーマに触れる学際的な教育の場としての発展も⾒込む。

運営⾯では、助成⾦に加えて⼊場料、グッズ販売、会費、クラウドファンディングなどを活⽤し、持続可能な体制を構築する。ま

た、現地でのワークショップや関東圏で展⽰を開催するなど、地域の記憶や変化を共有する場としての役割を担うとともに他地域

に向けての周知活動も⾏う。これらの活動は、これまでの再建プロセスで培ったフィールドワークや協働の経験を基盤として展開し、

継続的なリサーチ・創作・交流を循環させる仕組みへと発展させる。

9. 2026年度以降、複数年の助成を希望していますか？

はい



＜活動の様⼦＞

奥能登国際芸術祭2017の時の奥
能登曼荼羅の完成図と展⽰の様
⼦

奥能登曼荼羅に描かれている地域
⼀覧と再建予定場所、再建イメー
ジ

能登半島地震以降の活動の様⼦



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 3000千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

謝⾦・委託費・⼈件費 スポットでの会計事務委託 100千円

謝⾦・委託費・⼈件費 撮影委託費 200千円

旅費交通費 交通費 1690千円 10名のべ50往復分、1 往復 33千円/⼈、
ガソリン40千円/計

旅費交通費 宿泊費 460千円 10名のべ80泊分、⾦沢1泊 8千円/⼈、珠
洲1泊 5千円/⼈

通信運搬費 作品輸送 100千円 ⾦沢-珠洲2回,⾦沢から東京1回

消耗品費 展⽰における制作費 50千円 写真印刷、キャプション制作等

広報宣伝費 広報物制作 200千円 フライヤー2万5千部、ポスター1000部

会場費・借料 展⽰会場借⽤料 200千円

合計 3000千円

事業全体の収⽀内訳

＜収⼊＞ ＜⽀出＞

項⽬ 内容 ⾦額 備考（詳細） 項⽬ 内容 ⾦額 備考（内容）

助成⾦ 福武財団 3000千円 助成⾦ 福武財団 3000千円

助成⾦ 能登官⺠連携復興セン
ター 20000千円 申請中 謝⾦・委託費・⼈

件費
運営費、会計委託、撮
影委託等 7770千円

助成⾦ ⼩笠原敏晶記念財団 3000千円 申請中 旅費交通費 交通・宿泊費 1800千円

寄付 コングラント等 1000千円 準備中 通信運搬費 作品輸送、HPサーバー 156千円
クラウドファンディン
グ CAMPFIRE等 1000千円 準備中 消耗品費 画材、展⽰における制

作費 700千円

⾃⼰資⾦ 会費・展覧会謝⾦等 500千円 令和7・8年度
分会費30万 広報宣伝費 広告、報告誌制作、展

⽰フライヤー等 1000千円 報告誌5千部、フ
ライヤー2万5千部

会場費・借料 会場に係る費⽤ 13629千円
改修費,耐震
補強,設備等

会場費・借料 展⽰に係る費⽤ 200千円 展⽰会場費
等

会議費・交際費 会議開催に係る費⽤ 50千円

その他、諸経費 雑費 195千円

合計 28500千円 合計 28500千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞ ＜個⼈情報の取り扱いについて＞
以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの

・事務所の家賃、⽔道光熱費など

・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの

・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊

・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出

・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦

・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬

・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合

・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役
職、住所・連絡先、 電⼦メールアドレス、事業協⼒者、プロジェクトメンバーの⽒
名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として
厳正に管理し、下記の⽬的に限り利⽤します。

１）申請に対する選考及び選考結果の通知

２）助成決定後の諸⼿続きの連絡

３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、

  所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）

４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡

  業務など）

５）当財団主催事業の案内


